
ふれあいネットワーク

　岩船小学校４年生の福祉学習発表会に、福祉学習を行った担当者とボランティアが招待されました。
　高齢者、視覚障がい、聴覚障がい、バリアフリーについて授業を通して体験したことや講師（当事者）からの�
学びと気付いたこと、感じたことなどをグループごとにまとめ、学習の成果として発表してくれました。
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令和８年度 事業計画令和８年度 事業計画

令和８年度 当初予算令和８年度 当初予算

　人口減少及び少子高齢化が進行し、私たちを取り巻く生活環境が大きく変化しており、当地
域においては、地域コミュニティが希薄になり、社会からの孤立や生活困窮が起こるなどの様々
な問題が顕在化しています。
　問題解決のためには、公的制度に基づくサービス・支援だけではなく、助け合いの理念に基
づく地域住民の自主的な活動によって、互いに支え合う仕組みづくりを進め、持続可能な地域
づくりを行っていく必要があります。
　当会では、第２期村上市地域福祉活動計画の基本理念である「みんながつながり支え合うま
ち　村上」を念頭に、市民一人ひとりが、このまちで健康で安心して暮らし続けられるよう、
地域住民をはじめ関係者・機関・団体等と連携・協働し、各種福祉事業（介護保険事業、障が
い福祉サービス）を展開してまいります。
　また、当会が策定した「発展強化計画」に基づき、組織の経営改善や内部の連携強化を図り、
地域との交流を深め、社協の認知度向上を図るなど、より一層市民に親しみ信頼される組織に
なるよう努めてまいります。

　令和８年度の予算規模は、前年度に比べ11,798千円、1.6％増の734,287千円となりました。
収入では、受託金収入、及び介護保険事業収入が微増、支出では、経営改善を図ることを目的
として職員の賞与カットの継続実施の予算編成を行いましたが、最低賃金が上昇したことに�
よる人件費支出のほか、物価の高騰等の影響による事業費支出が増加しました。

１．地域生活課題への取組み　２．地域とのつながりの構築
３．経営改善　４．社協内の部門間連携の強化　５．知名度の向上
６．職員環境の改善・人材確保・人材育成　７．組織の再編

村上市社会福祉協議会発展強化計画の重点取り組み項目村上市社会福祉協議会発展強化計画の重点取り組み項目

� （単位：千円）

事　業　区　分 ８年度予算額 ７年度予算額 比較増減額 増減率

社会福祉事業会計 694,387 681,047 13,340 2.0％

　法人運営事業 172,904 170,000 2,904 1.7％

　介護保険事業 521,483 511,047 10,436 2.0％

公益事業会計 39,900 41,442 △1,542 △3.7％

合　　　計 734,287 722,489 11,798 1.6％
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■主な事業

総務課 生活支援課

地域福祉課 介護事業課

　会員拡大の取組み、マイクロバス運行、社協むら
かみの発行及びホームページによる広報啓発、村上
地域社会福祉大会、福祉講演会、職員研修、ゆり花
会館運営事業

　心配ごと相談事業、資金貸付事業、自立相談支援
事業、家計改善支援事業、子どもの学習支援事業、
日常生活自立支援事業、法人後見事業

　住民主体の助け合い活動推進、暮らし支えあい事
業、居場所推進・支援事業、ご近所活動助成事業、
生きづらさを抱える人への支援事業、生活困窮世帯
への支援事業、一人暮らし高齢者交流事業、ほのぼ
のお便り事業、理美容費助成事業、福祉車両・車イ
ス貸出事業、視覚障がい者支援事業、手話奉仕員・
要約筆記奉仕員事業、移送サービス事業（朝日地区）、
福祉の便利帳作成事業、地域福祉活動計画の推進、
ボランティア相談・支援、ハッピーボランティアポ
イント事業、災害時における連携体制の構築、福祉
教育推進事業、小学生用品支援事業、多職種連携、
ふれ愛フェスティバル開催、共同募金運動の推進、
各種団体への支援・協力

　居宅介護支援事業（３事業所：居宅介護支援むら
かみ・あらかわ・あさひ）、訪問介護事業（３事業
所：ヘルパーステーションむらかみ・あさひ・さん
ぽく）、訪問入浴介護事業（１事業所：訪問入浴む
らかみ）、通所介護事業（５事業所：さくら荘・き
わなみ荘・新きわなみ荘・さわらびセンター・ゆり
花荘）

令和８年度 社会福祉協議会会員加入のお願い令和８年度 社会福祉協議会会員加入のお願い
　村上市社会福祉協議会は、「住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる支え合いのまちづくり」
のため、社会福祉に関する事業や活動を行っています。
　皆様からお寄せいただく会費は、地域活動を支える大切な財源となっております。社会福祉協議会の事業・
活動をご理解いただき、会費の納入にご協力をお願いいたします。
　なお、会費納入封筒の配布時期は、地域によって異なりますので、予めご了承ください。

一般会員 （一世帯） 賛助会員 （個人・団体・企業）
一口 500円 一口 1,000円

福祉講演会 成年後見セミナーinむらかみ

手話奉仕員養成研修

ゆり花荘お花見
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村上  村上市役所２階相談室　10時～15時（内12時～13時までは休憩時間）
	 【４月】１日㈬・８日㈬・15日㈬・22日㈬　　【５月】13日㈬・20日㈬・27日㈬
	 【６月】３日㈬・10日㈬・17日㈬・24日㈬
荒川  荒川支所３階第３会議室　10時～15時
	 【４月】８日㈬　　【５月】13日㈬　　【６月】10日㈬
神林  神林支所１階第２会議室　９時～12時
	 【４月】６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪　　【５月】11日㈪・18日㈪・25日㈪
	 【６月】１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪
	 ※５月25日㈪、６月１日㈪は３階第３会議室となります。
朝日  朝日支所１階相談室　10時～15時（内12時～13時までは休憩時間）
	 【４月】８日㈬・22日㈬　　【５月】13日㈬・27日㈬
	 【６月】10日㈬・24日㈬　　※４月から開設日が第２・４水曜日となります。
山北  ゆり花会館　９時～12時
	 【４月】15日㈬　　【５月】20日㈬　　【６月】17日㈬

　心配なことや悩みごとの相談を受け、解決するための方法を一緒に考えます。相談は無料で予約も不要です。
秘密は守られ、関係機関への繋ぎ、専門機関を紹介します。

■問い合わせ　生活支援課　☎62－7756

心配ごと相談所の開設日 （４月･５月･６月）心配ごと相談所の開設日 （４月･５月･６月）

●令和７年度赤十字協力金

 金額 5,988,776 円 
　毎年、多くの皆様のご協力に感謝申し上げます。
　お寄せいただいた協力金は、全額、日赤新潟県
支部に送納し、災害の救護活動などに充てられます。
　また、送納分の約20％が村上市地区へ交付され、
奉仕団等日赤各団体への助成や災害見舞金、町内・
集落掲示板の新設及び建て替え等の事業に充てら
れます。
　令和８年度も引き続きご支援とご協力をお願い
いたします。
●掲示板の設置
　町内、集落に掲示板を設
置しています。詳しくは、
日赤村上市地区へお問い合
わせください。

■問い合わせ
　日本赤十字社村上市地区
　☎53－3467

　デイサービスセンター・ヘルパーステーション・
訪問入浴では看護師・介護職員・調理員・運転員
を募集しています。詳細については下記へお問い
合わせください。また、２次元コー
ドからもご覧になれます。
■問い合わせ
　介護事業課　☎75-5202

介護事業所の職員を募集しています介護事業所の職員を募集しています

日本赤十字社村上市地区からのお知らせ日本赤十字社村上市地区からのお知らせ 令和８年度 村上市市民後見人養成講座 事前説明会令和８年度 村上市市民後見人養成講座 事前説明会
～あなたも市民後見人になりませんか？～～あなたも市民後見人になりませんか？～

　村上市市民後見人養成講座を開講します。
　受講するためには事前説明会への参加が必須です。
　事前説明会では成年後見制度の概要と市民後見
人の役割、講座の内容や日程等をお知らせします。
■日程　①令和８年４月23日㈭　午前10時～11時
　　　　②令和８年５月７日㈭　午後２時～３時
　　　　①・②ともに内容は同じです。
　　　　どちらか都合の良い日程をお選びください。
■会場　村上農村環境改善センター　農事研修室
　申込みや詳細については、村上市社会福祉協議
会のホームページにてお知らせいたします。
■問い合わせ
　生活支援課　☎62-7756
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たくさんの善意をありがとうございました
（１月６日～３月５日）

【寄付金】
　板垣　龍弥　様	 10,000円
　塚田　文也　様	 1,000円
　匿名　様	 7,406円
【物品寄付】
　(公社)村上法人会女性部会　様
　明治安田生命越後村上営業所　様
　大町キムラ薬局駅前店　様
　大滝　ゆり　様　
�使用済み切手、タオル、介護用品などたくさんの
ご寄付をいただきました。

　令和４年８月に発災した大雨による災害支援の経験等を踏まえ、村
上市と協議を行い、災害時にボランティアセンターを速やかに設置し、
駆けつけてくれるボランティアを円滑に受け入れ、被災地の復旧・被
災者支援に資するため、協定を締結しました。
　今後、村上市内で災害が発災した場合には、ボランティア活動及び
被災者支援が円滑に実施できるよう、外部からの支援を受け入れる受
援力を高め、被災者支援にあたれるよう平時から体制整備、人材育成、
災害ボランティアセンター運営訓練等に連携して取組んでいきます。

「村上市災害ボランティアセンターの設置・運営等に関する協定」を締結しました「村上市災害ボランティアセンターの設置・運営等に関する協定」を締結しました

　誰もが安心して暮らし続けられる地域になるよう、
自治会・町内会等で住民同士が助け合いの仕組み
を作り、主体的に生活支援活動をするための資金
を助成します。
■対象団体
　�自治会・町内会、ボランティアグループ等、生
活支援に取り組む団体
■対象事業
　・�住民主体の日常的・継続的な福祉活動（買い
物・移動支援・声かけ活動など）

　・�福祉に関する勉強会など（災害時の要配慮者
への支援を含む研修会など）

■助成金額　１～６万円
■申請方法
　�　助成要項および申請書については、村上市社
会福祉協議会ホームページをご覧いただくか、
下記へお問い合わせください。
■問い合わせ
　地域福祉課　☎62－7757

ご近所活動助成金申請受付中ご近所活動助成金申請受付中

　地域福祉の課題解決や福祉のまちづくりを推進
することを目的に村上市で活動している福祉団体
などを対象に、本募金を財源とした助成を行います。
助成事業　令和９年度実施事業
助成内容・申請方法　助成要項をご覧ください。
申込〆切　４月30日㈭必着
　助成要項および申請書については、村上市社会
福祉協議会ホームページをご覧いただくか、下記
までお問い合わせください。
問い合わせ　村上市共同募金委員会　☎62－7757

令和９年度共同募金助成申請受付中令和９年度共同募金助成申請受付中

村上市社会福祉協議会賛助会員 （事業者）
◆村上地区
　きむら内科クリニック

赤い羽根共同募金 ご協力ありがとうございました
◆法人募金
　村上自動車㈱
　朝栄㈲

◆職域募金
　新潟県立坂町病院

◆学校募金
　保内小学校

（敬称略）

（敬称略）

日　時　５月８日㈮～７月24日㈮（毎週火・金曜日の開催）
　　　　19：00～21：00（初回のみ18：45から）全22講座
会　場　荒川地区公民館
対象者　�手話奉仕員養成講座入門課程修了者
定　員　20名程度
受講料　無料
申込〆切　５月１日㈮
申込方法　電話・FAX・メール・
　　　　　Googleフォームのいずれか
問い合わせ　地域福祉課　☎62－7757

手話奉仕員養成講座（基礎編）手話奉仕員養成講座（基礎編）
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地域の企業・団体の
社会福祉への取り組み
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社会福祉法人　村上市社会福祉協議会
〒958－0809　新潟県村上市下相川316番地２
TEL（0254）53－3467　FAX（0254）50－0020

E-mail：syakyo.murakami@helen.ocn.ne.jp
ホームページ：http://www.murakamisyakyou.com/

編集・発行
社協むらかみ 検 索

■場所
クリエート村上
■時間
午前９時～11時30分

5月23日㈯
■場所
村上市教育情報センター
■時間
午前９時～11時30分

4月25日㈯
４月・５月の開院日

問い合わせ：地域福祉課　☎62-7757

村上おもちゃの病院

　村上市内の企業・団体で行っている社会福祉・
地域貢献活動についてインタビューします！

■団体の概要について　　　　　
　村上おもちゃの病院は、おもちゃを治すことで新たな命を吹き込み、こども達の物を大切にする心を育む
ボランティア団体です。子どもに限らず、「たまに動かしてみたくなった」と昔遊んでいたおもちゃを持って来
る方もいらっしゃいます。村上市は2013年におもちゃの病院を発足し、クリエート村上を中心に毎週第４土
曜日に活動をしており、ドクター15名が得意なことを活かしながら、修理に励んでいます。
■取り組んでいる社会福祉活動について　　　　　
　第４土曜日におもちゃの修理をする他、村上市主催のイベントや、子ども関係のイベントに出張することも
あります。その際は修理はせずにお預かりだけして、後日治ってからお返ししています。また年数回、村上市
内の放課後子ども教室から依頼があり、「ものづくりと遊び」をテーマにドクターお手製の紙飛行機やブーメ
ランを使って遊んでいます。このような活動をする中で子どもが少なくなってきていることを実感していますが、
子どもたちのキラキラとした表情を見ることができ、とても嬉しく思っています。
■今後の展望について　　　　　
　子どもの減少と共に修理希望のおもちゃも少なくなってきていま
すが、おもちゃの修理は年々高度化しています。研修などで研鑽
を重ねながら、腕に磨きをかけていきたいと思います。
　ボランティアは、人のためだけでなく自分のためにもなります。
今後もドクターたちと知恵を出し合いながら、より多くの人の笑顔
を見られるよう頑張ります。
■村上おもちゃの病院からのお願い　　　　　
・壊れたおもちゃの部品や、説明書があれば一緒にお持ちください。
・�オルゴールや時計などのおもちゃと認められないものや、エアガンなど人を傷つける恐れのあるものなど
は修理をお断りしています。予めご了承ください。

院長
山貝 明生さんに
お話をお聞きしました！

村上おもちゃの病院

編集後記
　桜の便りが届き、新年度がスタートしました。入学や入社など、新しい節目を迎えた方も多いのではないでしょうか。今号では新
年度事業計画・予算を掲載しました。
　社会情勢と共に福祉の形も多様化していますが、「ふだんのくらしのしあわせ」という私たちの思い・願いは変わりません。一つ
ひとつの事業を丁寧に積み重ね、つながりを大切にしていきます。今年度もご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。

◆令和８年４月１日付新採用
【地域福祉課 課長】
　　田村　富夫
【総務課・山北支所 支所長兼ゆり花会館長】
　　斎藤　一浩　
【ヘルパーステーションむらかみ 訪問介護員】
　　笠川　和美　
【地域福祉課 主事】
　　本間　香之子
◆令和８年３月31日付退職者
【地域福祉課長兼生活支援課長】
　　佐藤　小百合
【介護事業課 課長】
　　小田　理恵
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